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美浜原発の使用済燃料貯蔵の問題を追及してください 

 

報道各位                           

2021年 12月 23日 

 

サヨナラ原発福井ネットワーク ／ 若狭連帯行動ネットワーク 

 

12 月 23 日、別紙の質問状を関西電力に送付しました。今年は、運転開始から 40 年を超える美浜 3

号機が再稼働されました。美浜 3 号機には、使用済燃料プールの容量に関する疑問があり、福井県原

子力安全対策課と交渉を過去３回（4月 13日、7月 2日、10月 27日）行ってきました。その交渉にお

いて、県からも「関西電力に直接尋ねてほしい」と回答を受け関西電力に尋ねましたが、密室での記録

をとることを認めず、人数も 3人までで、「（事前に渡した）質問に対する説明」しか行わないという

ものです。県との交渉で、杉本知事も「（県民の疑念に対して）関西電力には説明する責任がある」と

考えているいうことです。美浜 3 号機の使用済燃料貯蔵に関する疑問と、このような関西電力の姿勢

を質すため、12月 23日に関西電力に送付した次第です。県にも関西電力に対し、疑念払しょくのため

の説明会実施を強く要請するよう申し入れを行います。 

以下、これまでの経緯を簡単にまとめます。 

 

行き場のない使用済み燃料問題は、脱原発後も将来にわたり禍根が長く残る問題であり、私たちの

眼前に突き付けられている誰も否定することのできない重い命題です。周知のように、使用済み燃料

の県外搬出先が決まらないなら再稼働は認められないというのが歴代知事の主張です。県外へ押し付

ける姿勢が決して正しいとは思えませんが、そのことも含め使用済み燃料についての県民的議論が、

原発の安全性の議論の前に必要だろうと私たちは考えています。 

 

4月以降、県との質疑や福島みずほ国会議員事務所を介しての規制庁への質問を重ねる中で、関電が、

美浜 3 号のプール(ピット)の余裕容量を水増し算定している事実が見えてきました。関西電力は、美

浜 3 号機の稼働が 9 年であると福井県に説明していますが、その根拠が不明なため関西電力や電気事

業連合会の資料をもとに調べたところ、関電は美浜と大飯で廃止措置中の原発のプール余裕を稼働原

発の管理容量として算定し、燃料交換可能回数を大幅に水増ししていることが見えてきました。それ

がもっとも顕著なのが美浜 3号です。 

美浜 3号は、平成 26年(2014)の時点では、再稼働してもプールの余裕容量があと 1,6回の交換しか

できない状態になっていました。そこで関電は平成 27～28年にかけ、3号プールに保管してあった 1・

2 号機の使用済み燃料を 1・2 号プールに戻し、余裕容量を広げたのです。この事実は、公開されてい

る文書「美浜 1・2号機の廃止措置計画認可申請書」にも書かれておらず、私たちが質疑を重ねる中で

はじめて明らかになりました。 

そもそも廃止措置中の原子炉プール(美浜 1・2号プール)へ使用済み燃料を戻すようなことをしたの

は美浜 3 号だけです。伊方原発でもそのようなことはしていません。本来、美浜３号プールで保管し
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ていた 1・2 号の使用済燃料は、再処理施設、中間貯蔵施設へ輸送するまでは 3号プールで管理するも

のとされていました。さらに、1・2 号プールは引き挙げられた基準地震動の適合性審査も受けていま

せん。耐震性の脆弱な 1・2号プールにわざわざ戻すなど非常識なことを関電はしてきたのです。この

状態で美浜 3号の 60年運転期限近くまで長期保管し続けることになります。 

 

開催電力のホームページにある IR情報には以下の文言が掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の認識の上で、どのような管理を行うつもりなのかはリスク管理としても重要な問題であり、

IR情報にあるように、株主の利益とも関連づくものです。 

 私たちは、この美浜 3 号のプールの余裕容量の水増し算定と、基準地震動の適合性審査も受けてい

ない 1・2号プールに使用済み燃料を保管し続ける危険、この二つの問題を今後も追及し続けるつもり

です。報道の皆さんも、ぜひともこの問題を追及してください。 

 

以上 

 

使用済燃料は、発電所内の使用済燃料プールで一定期間貯蔵したあと、再処理工場へ

搬出（…）万が一、プールが満杯になれば発電所を運転できなくなるため、計画的に

搬出する必要があり、使用済燃料を一時的に貯蔵できる中間貯蔵施設を設置すること

で、将来にわたって発電所を安定的に運転できます 

 

IR 情報＞経営方針＞事業等のリスク＞2.当社グループのリスク管理状況 

https://www.kepco.co.jp/ir/policy/risk/index.html 


